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4月

● 3日㊌ 

▲

 7日㊐ 無 料

五美術大学交流展 「Connect」
問  末木　080-9870-0356

● 10日㊌ 

▲

 14日㊐ 無 料

アジア国際美術交流展
問  美術の杜出版　03-5823-6210

● 16日㊋ 

▲

 21日㊐ 無 料

水墨画・水彩画公募
《第27回展  日本の美しい自然》
問  夢野　042-391-5488

● 25日㊍ 

▲

 28日㊐ 無 料

第8回  弘法大師ゆかりの書道展
問  谷川　0736-56-2207

5月

● 1日㊌ 

▲

 6日㊊㊡ 有 料

第42回  書といけばなの出会い展
料  500円
問  修美社　03-3837-4445

● 9日㊍ 

▲

 12日㊐ 無 料

株式会社アルファネオ創立20周年記念展
Art Selection －美の原点－
問  アルファネオ　03-3234-3902

● 21日㊋ 

▲

 22日㊌ 無 料

いけばな展
問  松風花道会　岩﨑　03-5940-2918

● 24日㊎ 

▲

 6月2日㊐ 無 料

池袋アートギャザリング
IAG AWARDS 2024 EXHIBITION
問  小林　090-2659-0662

6月

● 6日㊍ 

▲

 8日㊏ 無 料

上田葉子と仲間たちのキルト展
問  ウエダアートスタジオ   上田   045-895-1877

● 12日㊌ 

▲

 16日㊐ 無 料

第53回  鳴鶴流天溪会書道展
問  川村　090-8720-4872

● 17日㊊ 

▲

 21日㊎ 無 料

子どもの力
図書館のためのブックフェア2024
問  日本出版販売　03-3288-5051

● 26日㊌ 

▲

 30日㊐ 無 料

2024全日本山岳写真展
問  村田　090-8642-8808

GALLERY 1  （5F （

● 24日㊎ 

▲

 6月2日㊐ 無 料

池袋アートギャザリング
IAG AWARDS 2024 EXHIBITION
問  小林　090-2659-0662

6月

● 6日㊍ 

▲

 8日㊏ 無 料

上田葉子と仲間たちのキルト展
問  ウエダアートスタジオ   上田   045-895-1877

● 12日㊌ 

▲

 16日㊐ 無 料

第53回  鳴鶴流天溪会書道展
問  川村　090-8720-4872

● 17日㊊ 

▲

 30日㊐ 無 料

松尾多英個展  『砂』100号20枚連作
問  松尾　03-3925-2098／090-6193-1155

4月

● 10日㊌ 

▲

 14日㊐ 無 料

アジア国際美術交流展
問  美術の杜出版　03-5823-6210

● 16日㊋ 

▲

 21日㊐ 無 料

水墨画・水彩画公募
《第27回展  日本の美しい自然》
問  夢野　042-391-5488

● 24日㊌ 

▲

 28日㊐ 無 料

第42回  東京きりえ美術展
問  中津川　0422-47-2724

5月

● 10日㊎ 

▲

 12日㊐ 無 料

第24回  文化書道東京連合会作品展
問  永井　03-3489-8172

GALLERY 2 （5F （

4月

● 2日㊋ 

▲

 6日㊏ 無 料

四季のBotanical Art展
問  滝澤　090-7608-8808

● 9日㊋ 

▲

 14日㊐ 無 料

能面倉林会能狂言面展2024
問  倉林　080-5678-1736

● 16日㊋ 

▲

 21日㊐ 無 料

水墨画・水彩画公募
《第27回展  日本の美しい自然》
問  夢野　042-391-5488

● 23日㊋ 

▲

 27日㊏ 無 料

Glimses of contemporary trend
問  リアカットアリ　080-7016-4893

5月

● 4日㊏㊗ 

▲

 6日㊊㊡ 有 料

TACT FESTIVAL 2024
コンサート・フォー・ワン・ファミリー
Concert for One Family
料  4,000円
問  東京芸術劇場ボックスオフィス
 0570-010-296

● 7日㊋ 

▲

 12日㊐ 無 料

中津川ヒロ子　個展
問  中津川　0422-47-2724

● 24日㊎ 

▲

 26日㊐ 無 料

40周年記念  造形スタジオ・バル作品展
問  長　090-8805-3973

● 28日㊋ 

▲

 6月2日㊐ 無 料

第3回TKO国際ミニプリント展
（東京→京都→大阪）
問  長　090-8805-3973

6月

● 6日㊍ 

▲

 9日㊐ 無 料

第四十一回日書振展  「日書振と仲間たち」
問  文書館　03-3918-5351

● 11日㊋ 

▲

 16日㊐ 無 料

第29回  翠耀会展（日本画）
問  福島　03‐3919‐8138

● 17日㊊ 

▲

 30日㊐ 無 料

「友」 彫刻展 （廣瀬友彦個展）
問  廣瀬　080-6572-3640

ATELIER EAST （B1F （

4月

● 4日㊍  

▲

 14日㊐  無 料

第2回伊藤熹朔記念賞
問  伊藤熹朔記念賞事務局　03-6300-9104

● 16日㊋ 

▲

 21日㊐ 無 料

水墨画・水彩画公募
《第27回展  日本の美しい自然》
問  夢野　042-391-5488

● 23日㊋ 

▲

 29日㊊㊗ 無 料

現代写真研究所  入江ゼミ写真展
問  川地　090-4626-9600

5月

● 7日㊋ 

▲

 12日㊐ 無 料

青枢選抜展2024
問  米谷　090-8566-7138

● 23日㊍ 

▲

 28日㊋ 無 料

丸木俊・小熊秀雄、
池袋モンパルナスの会会員展
問  小池　090-6499-8979

● 30日㊍ 

▲

 6月2日㊐ 無 料

第1回としま観光フォトコンテスト
入賞作品展覧会
問  小林　090-2659-0662

6月

● 6日㊍ 

▲

 9日㊐ 無 料

第四十一回日書振展  「日書振と仲間たち」
問  文書館　03-3918-5351

● 11日㊋ 

▲

 16日㊐ 無 料

現代写真研究所    写真総合科  修了展
問  現代写真研究所事務局　03-3359-7611

● 19日㊌ 

▲

 23日㊐ 無 料

第23回  清泉会・清光会  作品展
問  木村　090-4960-1315

● 27日㊍ 

▲

 30日㊐ 無 料

第30回希鳳会書作展
問  庭野　090-3505-2082

ATELIER WEST （B1F （
EVENT

CALENDAR

 　4 月

APRIL

 　5 月

MAY

 　6 月

JUNE

2024年3月8日時点。掲載情報に変更が生じる場合がございます。最新情報は、各お問い合わせ先にてご確認ください。13
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● 東京芸術劇場へご来館される皆さまは、当劇場WEBサイトの「新型コロナ 
ウイルス感染症の感染症法上の位置づけ変更に伴う来館者及び公演等の主催者
の皆さまへのお願い」や、館内掲示されている注意事項などをご確認ください。
www.geigeki.jp/info/covid19_notice/

● 東京芸術劇場  一時休館のお知らせ
東京芸術劇場は設備更新工事を行うため、以下の期間、休館いたします。
休館期間：2024年9月30日～ 2025年7月中（予定）　
www.geigeki.jp/info/20230403/ 

INFORMATION

掲載情報に変更が生じる場合がございます。最新情報は、
劇場や各主催者のHPなどでご確認ください。
次号の発行は2024年7月1日を予定しています。

〈鑑賞サポート〉 について
東京芸術劇場では、一部の事業で、視覚・聴覚障害
者のための舞台鑑賞サポートやヒアリングループ、
各種割引、託児サービスなどの〈鑑賞サポート〉を
行っております。ぜひご利用ください。
詳細 

▲

 劇場HP内「鑑賞のサポート」ページ
www.geigeki.jp/access/support.html　

  Column  

ART &
CULTURE 
around 芸 劇

　2月23日、ウィーンの国連ホールは鳴りやまぬ感動の拍手に

包まれた。ホワイトハンドコーラスNIPPONが、ベートーヴェ

ンの『歓喜の歌』を歌い終わったときのことだ。

　ホワイトハンドコーラスは、南米ベネズエラで社会変革を目

指した音楽教育プログラム「エル・システマ」の理念のもと、芸

術監督コロンえりからが東京で創設した、耳の聞こえない子、

目の見えない子、自閉症、車椅子ユーザーなど多様な子どもた

ちが力を合わせて活動するユニークな合唱団。手の表現で歌

うサイン隊と、合唱で歌う声隊から成り、毎週末、芸劇でワー

クショップを行い、オペラやコンサートで出演を重ねている。

2021年12月、芸劇での鈴木優人指揮/バッハ・コレギウム・ジャ

パンによる『第九』コンサートの際、『歓喜の歌』を手話に翻訳

し声と手歌で共演したことが今回のプロジェクトのきっかけだ

った。そして、このときの子どもたちの困難に立ち向かうエネ

ルギーと空間表現、豊かな表情に魅せられた写真家の田頭真理

子は、指先にLEDをつけた特殊な手袋で手歌の軌跡を写真にと

どめるという斬新な表現を生み出した。

　『第九』初演から200周年にあたる2024年に、この曲が作曲さ

れた地ウィーンで写真展とコンサートを開催しようとの計画

がスタートしたのが一昨年末。そして昨年12月、ホワイトハン

ドコーラスNIPPONは障害者のバリアゼロを追求し活動するゼ

ロ・プロジェクト（本部：ウィーン）の国際賞を受賞。今回その

国際会議「ZeroCon24」に招聘され、クロージング・セレモニー

でこのコンサートが実現したのである。

　アンコールで披露した『ゼロ・プロジェクト賛歌』は３日前

に国会議事堂で初演されたが、歌う前に子どもたちが英語で

語った言葉には心を揺さぶられた。「日本語でのdisabilityは、

broken peopleという表現が使われています。broken は物に使

われるもので、この表現は私たちにとって心地よいものではあ

りません。私たちは壊れているのではなく、differentでunique

なのです。そのように世界を変えていくために、この歌を皆さ

んにお届けします」

　そんな子どもたちに、主催者であるエスル財団の創設者・会

長のマーティン・エスルは、クロージング・コンサートの後、日

本語で「音楽を愛してくれてありがとう」と語りかけた。その

言葉には、どんな困難なときでも、音楽は人々を励まし、気持

ちをひとつにし、乗り越える力をあたえてくれるのだという強

い思いが込められているのを感じた。

　ホワイトハンドコーラスNIPPONの子どもたちの強さとエネ

ルギー、そして音楽の力に圧倒された１週間だった。（敬称略）  

芸劇発、ウィーンへ！　
──ホワイトハンドコーラスの奇跡

文：鈴木順子（東京芸術劇場 副館長）

筆者撮影

上：ZeroCon24クロージング・セ
レモニーでの『第九』演奏風景。　
右：オーストリア国会議事堂での
コンサートで『ゼロ・プロジェク
ト賛歌』を歌っている風景。

ホワイトハンドコーラスNIPPON「ZeroCon24」招聘公演
プレオープニング・ガラコンサート　2月20日㊋　オーストリア国会議事堂
クロージング・コンサート 2月23日㊎　国際連合ウィーン事務所

©Mariko Tagashira 

「第九のきせき体験型写真展」オープニ
ング風景。鈴木優人指揮バッハ・コレギ
ウム・ジャパンとホワイトハンドコー
ラスNIPPONが「第九」を東京芸術劇場
で共演する映像が紹介された。

©Mariko Tagashira 
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